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はじめに

吉伐

と*~.

v司本列島上の古代史
口3世紀後半以降の古墳時代(前方後円墳)・・・ヤマト王権による長い地域統合の時代

・61世紀前半(継体朝) ... tu:襲五権の確立、権力の専制化

. 7世紀初頭(推古朝)前後・・・中華思想の輪入

口 7 世紀末~8 世紀・・・律令制にもとづく毘家形成

-全民一律の造籍にもとづく一元的な公民支配(中央集権化の完成)

→この時代の地域社会の成り立ちをどのように見たらよしゅミ

→当時の地方制度と実態の両面から考える

一、律令糊下的摂捧宮司と郡・璽

V律令制下の地方制度 (8世紀以降)...00 郡 皇制度
口60ヶ国以1-.の毘(クニ)。毘可による統治。

-現在の兵庫県は500から成り立つ(摂津・丹波・{日馬・播磨・淡路匪)。

丹譲臨
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-現在の神戸市rJllGの大部分は

摂津田。そのほか播磨国も。

亡、

.'f:の日 の

秒~ ，こよ

13君[)あると

良時代

V各都の下の「呈j

ふて
、、-

l主(I

郷)は戸で成り立つとい

っ
↓(つまり)

v古代の笠(郷)は、人々の
でない。兵士

り-ての

の人為

口軍の基本ユニットの「続j

人



V暮らしのまとまり(自然の村落)は、里の下にあった「村J

.通常は一つの里のもとに 2~3 の村あったらしい。

-菟原郡、八部郡(荒田郡、雄伴郡)などにどんな村があったかは不明

↓(ただし)

'9'10 世紀前半頃の郷についてはある程度判明

(~倭名類粟抄J 巻 6 の君15Jjlj郷名く元和3年古活字版20巻本>)

口河辺郡 8郷、武庫郡s郷、有馬郡 5郷、兎原郡 8郷、八回部郡 5郷
(cf)江戸時代の村の数

一、自然村議蓄としての村の人口

v古代の村の人口
・奈良の正倉院のs世紀代の戸籍データにもとづく推定
戸籍・・・戸主名を筆頭にして戸口姓名・性別・続柄・年齢等を記述

必戸あたりの平均戸口数21.4人・・・傍系親族のイトコ・ハトコが伺 A戸内に編籍

↓ (五ト戸‘里制)

・一塁あたりの平均人数二 1070人。一つの村の推定人口は、平均 350人前後。

(ex)武嵐郡・兎原郡 8郷・・・約 8500人、八回部郡 5郷・・・約 5000人

諸国全体・・・約 450万人の推定人口。

三、暮らしと生鵠環境

V村人たちの生業は農耕(

口死亡

「人

日日本の

v古代の人々の
口大宝2年 (702)御聖子出力r1

り〉 中 し

ー藤木久志ー

の春~初夏の

と び〉

斗
1
明 り不安的

J対策として去の

@・1119人分の

o 

1 人あたりの出

口人口構成は典型的 ミッド型。現在と反対の「

v 過酷な ら もの一→2つの「

(村

(飯) 。々

の演、

年十五、女十三以上、

ある限り子供を産み続

を総すj

a 女性
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↓(ただし)

口配偶関係は決して安定的ではない(配偶者を失う男女の発生の多さ)

-結婚適齢期の男女の結婚や、配偶者を失った者の再婚(再々婚)を奨励する共同体行

事の!語催(歌垣)

ー歌相では、若い男女のみならず、村の老人たちも参加し vて歌の席に立つO

-若者たちを叱時激励する歌十教訓!の歌(経験を詰る)

おわりに

V律令体制を崩壊させたもの

口 8 世紀末~9 世紀以降の地方で台頭してきた「富豪之輩J (富豪浪人層)

自ら武装集団化して(党をなす)各国の国街役人に対抗。

延喜2年 (902)の播磨国:I動もすれば群党を招き、ほしいままに濫悪をなす」

律令国家の財政基盤の崩壊へ。その一方で富豪層は、落ちぶれた公民層を庇護化におく

↓ 

口中世の領 (荘園公領体制)へ

-69-



①
『
倭
名
一
期
衆
抄
』
巻
五

巻
六

汚
点
揚
細
山
口
コ
時
世
十
均
一
ぱ
明
日
時

設

苔

六

十

t

奉

'

主

会

委

ふ

i
説
書
え

T
期
間
吾

七
十
七
、
京
事
韓
三
十
え
異
人
千
え
苦
情
間

十
六
家
持
議
事
・
事
議
之
王
立
判
明
之

十

英

一

一

家

長

告

さ

翠

弓

j
か
菜

合
事
杯
選
安
宥
材
料
大
数
M
M
M
刊
誌
安
時
一

一
減
反
均
株
時
議
良
晴
、
表
決
時
均
年
交
野
一

ww
多
悲
し
問
的
静
議
渋
沢
灯
お
初
丸
山
小
舟
比
一

耐

え

h

w

え

認

め

芳

一

一

講

義
d

芳

武

一

…
ロ
え
議
議
宥
喜
和
由
来
葬
者
模
上
ニ
一
日
下
二

一
手
詰
A

要
員
謹
義
一
一
幸
翼
汚
内
議
大
島
日
繁
一

一
開
制
量
管
一
一
一
戸
珂
針
路
刊
か
け
い
れ
例
法
一

密
室
電
鶏
ト
恥
軒
以
i
i
j訓
H
川一
1
誠
事
?
弘

一
?
二
高
七

1
1
q
u勺
券

各

ロ

乏

議

会

主

一

一
一
十
五
百
事

A
J
&
様

式

義

季

実

来

高

葬

一

一

時

核

心

肝

~

一
議
…
津
銭
向
精
針
ド
キ
管
ナ
一
一
一
同
ヰ
い
い
封
昭
一

喜

七

十

人

表

立

会

各

す

八

議

五

、

?

素

~

本

諮

問

す

入

義

ま

韓

議

十

一

義

家

…

棒、寸
J
U
M
M
F一
万
濃
か
え
東
金
一
れ
鮮
政
鋭
、
必
一
一

均
一
抗
議
よ
結
対
乃
島
ア
坤
豊
島
一
肘
河
識
均
一

W

M

M

式
車
同
ゑ
潔
貯
議
入
部
M
h

多
宥
馬

郡
利
引
能
勢
制

東
海
務
第
六
十
一

援
本
林
跡
地
潟
剣
、
介
ぬ
議
拘
俳
人
本

持
、
守
ふ
れ
ネ
ム
臨
時
特
れ
や

錨
時
核
融
持

近
畿
鷲
免
時
勝
手
持
税
制
争
、

議
津
潟
第
七
十
…
一

品
悼
み
常
務

侯
議
時
点
犬
緩
同
一
部
翁
持
続
み
が
ま
録
部
ノ

瀬
市
浮
か
豪

明
抑
留
滑
群

-70-

議
書手

務

苦1¥

官等 主乾

濃ム詩雪j撃事長成三宮生家
i来季五守護と採郷三字選手 事事

響手

毒
薬事
~ 

碍、

悪撃宅苦手
家爽良

-鱒酬綱"

js 
J盆

摺
A 

後
2京

事詩
戸

従
裁
は
け
抑
制
本
体
バ
ろ

議

楊

雑

品

料

品

野

畿
戸

議
件
上
持
品
F

浪
部
械
企



高
上
下
部
薪
野
崎
比
殺
人

堂
島
郊

一

泰

よ

泰

ア

謙

家

一
桑
津
M
P
鹿
大
明
桝
枠

一
河
逢
科

一

雄

家

枠

内

本

仇

バ

サ

為

泰

議

案

↑
楊
津
川
持
品
跡
戸
大
枠
吋
村
総
上

E
E

量
竃
車
中
市
川
川
内
山
川
〕
響
j
略章

一
式
議
部

一

費

支

見

昼

姉

《

産

鴻

ぷ

井

川

山

之

一
曾
鴻
津
門
岬
慶
市
同
一
持

E
雑
時
計
一

有

馬

弾

一

一
春
本
持
費
構
多
球
持
者
調
末
以
川
村
犬
神

一

議

護

側

比

荷

台

↑

兎

或

減

刑

↑

賛
美
費
実

一
③
『
倭
名
類
来
抄
』
巻
六

¥
)
ノ
d

f
[
¥
 

一i--
/¥ 

指
京
成
相

慈
賞
保
蕃

4
毒
素

戸ぎ伊 舎を 人

新寺岩井賞金主勢長生時
母子主義務鶏勢蒋時間報

議‘ 妻寮豪勢鶏
vむ煮詰!! iN 久

-1寺十 字
三三財 務
選

初
才良
子*

神
戸

人
略
的
一
芸

豊
奇
心
が
と
鈴
戸

)11 
A、
H 

Jl~ 
苦手

一一一狩

手F
代

殺蓑
才 2京

使布
者数

津
守

桑伊コ名 伊 tl話
番勢 j笥議長問資本 i持
翠名識奈ロ要員~ f培イ暴君~ 1~ 3害予
第
一詮議

十数
減税蒙

設

変
身

大
内

罪、

十?
J京

4者
部

関
救

神
戸

天
城

月

i



産
え
郡
東

足

訟

濃

議
吠
同
問
第
百
十

知
久
郡
が
す
良
中
良

海
部
郡
布

勢

海

部

が

関
川
ム
両
日
郡

哲
茂
舎
一
つ
山
川
無
新
幹
・
U

叩
比

描
艦
脂
嘱

jm十
時
間
山
い
け
い
刊
い
け
い
い
い
い

格

見

弗

ロド

L

L

T

J

1

J

'

N

然

r

i

M

S

臨

省

前

測

が

誌

か

:

最

長

議
磨
鴎
弟
百
十
一

同一一一京郵

務
江
一
川
ゐ
明
治
付
加
偉
ぶ
{
ロ
活
ハ
守

色
夫
前
布
嘉
一
日
必
が

j
神
戸

明
、
古
郡
堂
理

印
南
部

⑤
『
岳
名
類
隠
れ
抄
』
巻
五

歩ζ 守番地
多宅建持 制献異議十議事事事
三善幸子議守幸子斉 家臨鶏芳香
菱重七鴻増鋒号毒事務議議室ぎ
雷同州{主主z仲沼言語三よ度

選挙えf宅金服装葉土仁枝持時十
簡素子大言三妻子雲 か二三詩欝3i.

高加本ニキ豪τ苦手車繋 t 下聖
多乏議十銭需 品問者二三兆三重F
!$吉一新?噴 き事 義章設費
時二荷量韓議決時李正 s響
爵宥十三薫よ 飛島葬公十
車二愛尚美都知主要各二二

詮翼ヱ評語義党泰三韓?邸
時河童下村薬務tt時二
講和服ま同議開関苔義

@
 

一
一
一
時
保

イ左
イ下

長前向

J
H
Y悼
す
語
、
せ

傍
戸

ワム
円

i

守キ
戸


